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きずな 

9 月１５日（水）敬老のつどいが開催されました。 
今年度も、新型コロナウイルス感染症の影響にて

大規模な式典ではなく、各ユニットでお祝いをさせ
ていただきました。 
なお今年度は、８８歳の米寿の入居者様が 11 名

おられ皆さんでお祝いしました。 
皆さまのますますのご健康とご長寿をお祈りいた

します。おめでとうございます。 

密 信子様  吉岡 ふみ様  本田 とき様 

熊木 幸様  金田 麗子様  藤田小夜子様 

西 みつ子様 長岡 ノリ様  中村よし子様 

山崎 カヅ様 柿﨑 節子様  酢谷 徳子様 

西島 金作様  

 

☆随時 各ユニットにて 

お誕生日会 

敬老の集い 

10 月お誕生日の皆様 

☆随時 各ユニットにてお誕生日会 
☆下旬 インフルエンザ予防接種 
    ※別紙 案内文をご確認ください。 

 

日頃より当苑の感染症対策にご協力いただき、ありがとうございます。 

 富山県のまん延防止等措置が解除されたため、面会について検討いたし

ました。県内の感染状況と新しい面会室をご利用いただくことにより

9/27（月）より面会を再開することとなりました。 

※感染状況によって、急遽面会制限となる可能性があります。 

ご家族の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご協力お願いいたします。 

面会再開についてお知らせ 

101 歳以上の方も一緒に 

お祝いしました！ 

おめでとう！ 

ありがとうね！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基
本
理
念 

 

一
、
高
齢
者
の
生
活
と
人

権
を
尊
重
し
、
公
正

で
開
か
れ
た
施
設

運
営
に
努
め
ま
す
。 

二
、
高
齢
者
が
地
域
で
安

心
し
て
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
拠
点

施
設
と
な
る
よ
う
に

努
め
ま
す
。 

三
、
施
設
は
、
利
用
者
の

社
会
生
活
の
場
と
し

て
位
置
づ
け
、
安
全

で
安
心
し
た
日
常

生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。 

四
、
職
員
は
、
常
に
満
足

の
い
た
だ
け
る
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
に
励
み
、
地
域

社
会
活
動
に
も
積

極
的
に
関
わ
り
、
地

域
か
ら
求
め
ら
れ

る
施
設
と
な
る
よ

う
に
努
め
ま
す
。 

 感染症対策についてご理解・ご協力ありがとうございます。 

皆様に快適に過ごしていただくため、季節の変わり目には衣類の持参をお願いし

ております。ご持参いただければ、職員の方で入れ替えをさせていただきます。ま

た、ご不明な点はユニット職員にお尋ねください。 

当苑の本館改修工事に伴い、面会室の整備を行いました。 

より安全に面会していただける環境が整った面会室になりました！ 

面会は平日の 10:00～16:00 の間で 10 分間行っていただけます。 

☆面会はご予約制です。 

☆ご予約は電話またはメルタスにて受け付けております。 

ご予約日の３日前(土日祝を除く)までにお知らせください。 

※面会室の入り口が異なります。 

ご来苑の際、代表の方は正面窓口にてお声がけください。 

マイクを通して 

声が聞こえます 

看取り介護について ～介護課～ 

食事量の低下と体力低下が著しく見られたため、看取りとなられました。 
1 年 1 ヶ月、看取り介護を行いました。 

居室で静養される時間が多かったが、体調に配慮しながら 
フロアで過ごす時間を持てるように配慮した 

 
 

亡くなられた日も少量だが食事を召し上がられ 
笑顔もみられた 

 

娘様がアイスやゼリー等のおやつを持参してくださった 
娘様が居室で介助してくださり、2人の時間を過ごして 

もらえて良かったと思う 
 

体調変化や急変時など、看取りの難しさを感じた 

娘様がよく面会に来てくださっていたので、その日の 
体調や様子を伝えることができた 

 

◎本人様・ご家族様が最期の時を穏やかに過ごしていただくため 
にはどうしたらよいのか？常に悩み、考えてケアをしています。 

N様の看取り介護に関わらせていただいた職員の声を紹介いたします。 

～N 様の看取り介護を通して～ 

食事は自分で食べたいという N様の意思があり 
看取りに入ってからも自分で召し上がられていた 

若い職員の中には、人の死に直面したことのない職員もおり「怖い」 

「不安」「戸惑い」を感じる事もありますが、最期の時にご家族様から 

「良くしてもらった。ありがとう。」と声をかけていただくことも多く、 

それによりきちんと看取ることができたという「安心感」と日々のケアの 

大切さを改めて感じさせていただいています。最期までその方らしい生活を

送っていただけるよう、職員一同お手伝いさせていただきたいと思います。 


